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平
成
１９
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一

般
会
計
の
総
額
は
２
２
６
億
６
０
０
０
万
円
。

平
成
１８
年
度
の
同
時
期
と
比
較
す
る
と
２
・
１
％

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
は
２
１
０

億
５
９
０
０
万
円
で
２
・
３
％
の
増
。
水
道
の
公

営
企
業
会
計
は
１８
億
８
４
７
０
万
円
で
３
・
６
％

の
減
で
す
。
す
べ
て
の
会
計
を
合
計
す
る
と
４

５
６
億
３
７
０
万
円
と
な
り
、
１
・
９
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
事
情
を
反

映
し
て
、
緊
縮
型
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
健

全
財
政
を
保
つ
た
め
、
最
大
の
支
出
で
あ
る
人

件
費
を
抑
え
る
と
と
も
に
、
新
規
事
業
な
ど
へ

の
投
資
的
な
経
費
や
借
入
額
を
抑
え
て
い
る
こ

と
が
、
平
成
１９
年
度
の
一
般
会
計
の
特
徴
で
す
。

▼
市
税
収
入
が
増
加

ま
ず
歳
入
の
面
で
は
、
国
か
ら
の
税
源
移
譲

（
所
得
税
）
と
景
気
の
回
復
に
よ
り
、
市
税
が
約

１８
％
の
増
と
な
り
、
全
体
の
約
３
分
の
１
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
繰
入
金
は
前
年
の
同
時

期
の
２
分
の
１
に
ま
で
減
少
し
た
も
の
の
、
市

の
貯
金
で
あ
る
基
金
を
依
然
と
し
て
取
り
崩

さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
は
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
教
育
の
ソ
フ
ト
事
業
も
充
実

一
方
歳
出
の
面
で
は
、
岡
山
国
体
に
向

け
て
行
っ
た
大
規
模
施
設
の
整
備
な
ど
で

の
借
入
金
の
返
済
が
本
格
化
し
、
公
債
費

は
過
去
最
高
の
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

社
会
保
障
と
い
っ
た
義
務
的
な
経
費
も
増

加
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
可
能
な
限
り
経
費
の

削
減
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を

市
道
の
改
良
な
ど
に
充

て
て
い
ま
す
。

清
音
神
在
本
線
の
改

良
事
業
や
清
音
駅
東
側

地
区
の
整
備
は
、
合
併

特
例
債
を
活
用
し
て
行

い
ま
す
。

会　 計 名 平成19年度予算 平成18年度予算 比 較
●一般会計 2,266,000 2,220,000 46,000
●特別会計

国民健康保険 593,600 520,000 73,600
老人保健 642,300 646,000 －3,700
介護保険 429,200 402,000 27,200
農業集落排水事業費 61,900 83,300 －21,400
国民宿舎事業費 84,300 78,400 5,900
総社駅南地区土地区画整理事業費 69,000 78,400 －9,400
公共下水道事業費 225,600 251,000 －25,400
小　　　　計 2,105,900 2,059,100 46,800

●公営企業会計
水道事業 182,870 189,700 －6,830
工業用水道事業 5,600 5,900 －300
小　　　　計 188,470 195,600 －7,130
合　　　　　計 4,560,370 4,474,700 85,670

◆各会計の予算 （単位：万円）

ソ
フ
ト
事
業
に
も
力
を
入
れ
た
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
学
校
給
食
へ
の
地

産
地
消
の
推
進
経
費
、
町
内
会
な
ど
の
自
主
活

動
や
ご
み
集
積
所
の
維
持
・
美
化
活
動
へ
の
助

成
、
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
学
校
教
育
の
支

援
、
小
学
校
で
の
外
国
語
教
育
の
充
実
、
救
命

用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
小
・

中
学
校
へ
の
配
備
な
ど
で
す
。
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市債の残高 

公債費 

301.93億円 

33.16億円 

■一般会計の公債費と市債の残高〔単位:億円〕 

〔棒グラフ〕 

〔折れ線グラフ〕 

c 市の借入金である市債
の残高（折れ線グラフ）は、
平成１６年度を境に減少し
ています

平成19年度の一般会計
には、学校教育の支援や
小学校の外国語教育の充
実などの経費も盛り込ま
れている

特集　平成１９年度予算

限られた財源を有効に使う

 市税 
 80億245万7千円 
（35.3％） 

 地方交付税 
 59億8000万円 
（26.4％） 

 繰入金 
 11億3608万8千円 
（5.0％） 

 諸収入 
 7億544万1千円（3.1％） 
 分担金及び負担金 
 4億2466万7千円（1.9％） 

 繰越金 
 4億円（1.8％） 
 使用料及び手数料 
 3億6509万4千円（1.6％） 

 その他 
 3620万2千円（0.2％） 

 県支出金 
 12億9929万2千円 
（5.7％） 

 市債 
 11億1010万円（4.9％） 

 地方譲与税 
 3億5000万円（1.5％） 

 国庫支出金  
 19億565万9千円 
（8.4％） 

 その他 
 9億4500万円（4.2％） 

 民生費 
 58億8699万4千円 
（26.0％） 

 公債費 
 33億1580万8千円 
（14.6％） 

 土木費 
 30億1144万3千円 
（13.3％） 

 教育費 
 26億9466万2千円 
（11.9％） 

 総務費 
 24億7270万3千円 
（10.9％） 

 衛生費 
 23億8424万8千円 
（10.5％） 

 民生費 
 58億8699万4千円 
（26.0％） 

 公債費 
 33億1580万8千円 
（14.6％） 

 土木費 
 30億1144万3千円 
（13.3％） 

 教育費 
 26億9466万2千円 
（11.9％） 

 総務費 
 24億7270万3千円 
（10.9％） 

 衛生費 
 23億8424万8千円 
（10.5％） 

 農林業費 
 12億6940万7千円 
（5.6％） 

 消防費 
 9億4380万6千円 
（4.2％） 

 商工費 
 2億6845万8千円 
（1.2％） 

 

 その他 
 3677万6千円（0.2％） 

 労働費 
 1億1890万6千円（0.5％） 

 議会費 
 2億5678万9千円（1.1％） 

自
主
財
源 

依
存
財
源 

歳 出 

歳 入 
歳 出 

 公債費 
 33億1580万8千円 
（14.6％） 

 人件費 
 46億6720万2千円 
（20.6％） 

 扶助費 
 34億275万1千円 
（15.0％） 

 繰出金 
 32億1738万5千円 
（14.2％） 

 物件費 
 27億250万3千円 
（11.9％） 

 補助費等 
 24億8013万9千円 
（11.0％） 

 普通建設事業費 
 17億458万1千円 
（7.5％） 

 その他 
 11億6963万1千円 
（5.2％） 

性質別 

目的別 

■平成１９年度の一般会計予算
※予算総額２２６億６０００万円

平成１９年度の予算が決まりました。
厳しい状況ではありますが、市税の増加や借入金の残高の減少など、

健全な財政運営に向け、好転の兆しが見える予算となりました。
今月は、その予算の内容についてお知らせします。




